
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
唾
液
や
し
ぶ
き
な

ど
の
飛
沫
の
感
染
に
よ
っ
て
広
が
り
、
発
症

当
初
か
ら
38
度
以
上
の
高
熱
な
ど
通
常
の
カ

ゼ
に
比
べ
重
い
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、

肺
炎
等
を
併
発
し
て
生
死
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
、
感
染
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象
者
・
金
額　

左
表
の
と
お
り

※
山
都
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
す
。

※
15
歳
ま
で
の
方
は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
以
外
の
方
が
同
伴

す
る
場
合
は
必
ず
予
診
票
裏
の
委
任
状
欄

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
母
子
健

康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
対
象
年
齢
は
、
接
種
当
日
の
年
齢
で
す
。

接
種
期
間　

10
月
１
日
〜
12
月
31
日
（
※
診

療
時
間
内
に
限
る
）

接
種
方
法　

町
内
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

る
場
合
、
必
ず
医
療
機
関
窓
口
で
予
診
票

を
受
取
っ
て
か
ら
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
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・
矢
部
広
域
病
院 

☎
72

－
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１
２
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・
そ
よ
う
病
院 

☎
83

－

１
１
２
２

※
助
成
対
象
者
の
表
の
①
か
ら
③
に
該
当
し
、

入
院
等
で
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
助
成
対
象
者
の
表
の
④
⑤
に
該
当
し
、
委

託
外
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
場
合
、

予
診
票
は
医
療
機
関
の
様

式
を
使
用
し
、
接
種
費
用

の
全
額
を
お
支
払
い
後
、

申
請
に
よ
る
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

問
合　

健
康
福
祉
課 

☎
72

－

１
２
９
５

「
く
ま
も
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
マ
ー

ト
店
」
を
募
集
し
ま
す
！

　
熊
本
県
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内
の
お
店
を
登
録
し
、

広
く
PR
し
て
い
く
「
く
ま
も
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
マ
ー
ト
」
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
お
店
の
み
な
さ
ま
の
登
録
申
請
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

登
録
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
左
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合　

熊
本
県
循
環
社
会
推
進
課
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３
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－

２
２
７
７

まちからのお知らせ

対象年齢 自己負担額

定
期
接
種

① 60歳から 64歳まで（※１） 1,000 円

② 65歳以上 1,000 円

③生活保護受給者（①②に該当する方） 無料
任
意
接
種

④６カ月から 64歳まで（接種１回につき）1,000 円

⑤２歳から 18歳まで（点鼻ワクチン）2,000 円
（※ 1）心臓、じん臓又は呼吸器の障害（障害者手帳

１級程度）を有する方。
（注）  13 歳未満のインフルエンザ不活化ワクチンは

２回接種（原則）
　　　点鼻ワクチンは１回接種

　昨今のナフサ不足の影響を受け、本町では環境負荷
の軽減と資源の有効活用を目的として、可燃ごみ袋の
素材を変更することとなりました。新しいごみ袋は再
生原料を使用して製造されており、これにより従来の
ごみ袋と比べて透明度が若干低くなっています。しか
しながら、使用機能には全く問題ありませんので、安
心してご使用いただけます。新しいごみ袋は従来のも
のと一部見た目が異なるため、ご購入の際に気になる
点があるかもしれませんが、これまでどおりご使用い
ただけます。

　　　　【従来品】

　　　　【変更後】

問合  環境水道課　☎ 72-4002

　この調査は、空き家に関する対策を総合的に実施す
るために策定した「山都町空家等対策計画」の見直し
に係る基礎資料とすることを目的としています。
　調査の実施にあたり、町が委託する業者の調査員が
建物の状況等を外観目視により調査します。なお、空
き家と判断した場合は、道路等から写真撮影や状態調
査を行います。本調査へのご理解とご協力をお願いし
ます。

■調査の期間（予定）
　令和 8年 10月から令和 9年 3月
■調査の範囲
　山都町内全域の建物
■調査の体制
　町が民間の調査会社に業務を委託します。
　 調査員は、町の委託業者であることを証明する調査
証票と空き家調査実施中の腕章を着用しています。
　委託業者：株式会社ゼンリン熊本支店
　住所：熊本市南区田迎 1丁目 7番 1号
　TEL：096-370-1400　FAX：096-370-1401
問合  まちづくり課　☎ 72-1158

可燃ごみ袋の素材変更について 空き家の実態調査を実施します

18広報やまと  2026.10 月号


